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田
中
裕
教
授
略
歴

大
正
七
年
九
月
九
日
　
　
　
　
　
福
岡
県
朝
倉
郡
甘
木
町
山
領
町
生
。
の
ち
法
手
続
を
経
て
二
月
二
十
八
日
生
に
改
め
ら
る
。
本
籍
鹿
児
島
県
出
水
郡
阿
久
根
村
字

波
留

大
正
十
三
年
三
月
　
　
　
　
　
　
一界
都
府
天
田
郡
雀
部
尋
常
高
等
小
学
校
尋
常
科
入
学

昭
和
二
年
十

一
月
　
　
　
　
　
　
京
都
府
紀
伊
郡
桃
山
尋
常
高
等
小
学
校
尋
常
科
第
四
学
年
に
転
入
学

昭
和
五
年
四
月
　
　
　
　
　
　
　
一示
都
府
立
京
都
第
二
中
学
校
入
学

昭
和
六
年
四
月
　
　
　
　
　
　
　
一昼
都
府
立
桃
山
中
学
校
第
二
学
年
に
転
入
学

昭
和
十
年
四
月
　
　
　
　
　
　
　
第
三
高
等
学
校
文
科
乙
類
入
学

昭
和
十
年
十
月
　
　
　
　
　
　
　
病
に
よ
り
休
学

昭
和
十
二
年
四
月
　
　
　
　
　
　
復
学

昭
和
十
四
年
四
月
　
　
　
　
　
　
一示
都
帝
国
大
学
文
学
部
文
学
科
国
語
国
文
学
専
攻
入
学

昭
和
十
七
年

一
月
二
十

一
日
　
　
同
学
卒
業
。
卒
業
論
文

「
二
条
良
基
の
連
歌
論
」

昭
和
十
七
年
二
月
二
十
五
日
　
　
一示
都
帝
国
大
学
大
学
院
入
学

（昭
和
二
十
五
年
四
月
三
日
ま
で
）

昭
和
十
七
年
四
月

一
日
　
　
　
　
大
学
院
特
選
給
費
学
生

（同
年
十
二
月
二
十

一
日
ま
で
）

昭
和
十
七
年
九
月
二
十
日
　
　
　
一示
都
府
立
京
都
第

一
中
学
校
嘱
託

昭
和
十
九
年
三
月
三
十

一
日
　
　
同
校
教
諭

昭
和
十
九
年
六
月
一
日
　
　
　
　
教
育
召
集
に
よ
り
中
部
第
三
十
七
部
隊
入
隊
。
二
等
兵

昭
和
十
九
年
八
月
二
十
六
日
　
　
教
育
終
了
。
即
日
同
隊
に
臨
時
召
集

昭
和
十
九
年
九
月
十
日
　
　
　
　
召
集
解
除

昭
和
二
十
年

一
月
六
日
　
　
　
　
陸
軍
通
信
学
校
入
学

昭
和
二
十
年

一
月
十
五
日
　
　
　
病
に
よ
り
退
学

昭
和
二
十

一
年
五
月
三
十

一
日
　
甲
南
高
等
学
校
講
師
。
古
典
科
担
任

昭
‥和
二
十
一４
■
月
六^
日
　
　
　
嗽
員
ヽ
適
格
藩
・査

Ｉ^
畿
南
部
・地区
洋
‥校
嗅
‥団嗽
職
員
・
適
格
藩
・査委
員
会
に
よ
る
）

■13



昭
和
二
十

一
年
九
．月
十
四
．曰

昭
和
二
十
五
年
五
月
十
五
日

昭
和
二
十
六
年
七
月
二
十
日

昭
和
二
十
八
年
四
月

一
日

昭
和
三
十
七
年
三
月
十
三
日

昭
和
三
十
八
年
四
月

一
日

昭
和
三
十
九
年
十

一
月

一
日

昭
和
四
十
四
年
五
月
十
二
日

昭
和
四
十
四
年
九
月
四
日

昭
和
四
十
六
年
六
月

一
日

昭
和
四
十
七
年
四
月

一
日

昭
和
五
十
六
年
四
月

一
日

論

文

等

目

録

妖
艶
卜
近
代
秀
歌
に
つ
い
て

賦
物
に
つ
い
て

有
心
―
毎
月
抄
に
つ
い
て

象
徴
に
関
す
る
試
論

中
世
の
花
―
能
の
花

連
歌
の
性
格
―
良
基
の
連
歌
論
に
つ
い
て

最
近
の
源
氏
物
語
成
立
論
に
つ
い
て

連
歌
の
性
格

（承
前
）

甲
訂
高
等
学
校
教
挺

大
阪
大
学
助
教
授
。
文
学
部
勤
務

教
員
資
格
審
査

学
制
改
革
に
よ
り
大
阪
大
学
助
教
授

（文
学
部
）
に
配
置
換
。
大
学
院
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
授
業
担
当

大
阪
大
学
よ
り
文
学
博
士
の
学
位
授
与
。
学
位
論
文

「
中
世
文
学
論
研
究
」

大
学
院
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
授
業
担
当
を
免
ぜ
ら
れ
、
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
担
当

（逐
年
現
在
に
至
る
）

大
阪
大
学
教
授

（文
学
部
）

大
阪
大
学
文
学
部
長
、
大
学
院
文
学
研
究
科
主
任
併
任

病
に
よ
り
併
任
解
除

大
阪
大
学
評
議
員
併
任

大
阪
大
学
文
学
部
長
、
大
学
院
文
学
研
究
科
主
任
併
任

（昭
和
四
十
九
年
二
月
三
十

一
日
ま
で
）

大
阪
大
学
停
年
退
職

昭
和
二
十

一
年
十

一
月

昭
和
二
十
三
年
六
月

昭
和
二
十
四
年
二
月

昭
和
二
十
四
年
十

一
月

昭
和
二
十
五
年
十

一
月

昭
和
二
十
七
年
四
月

昭
和
二
十
七
年
七
月

昭
和
二
十
八
年
三
月

国
語
国
文
十
五
巻

一
号

国
文
研
究
第

一
韓

国
語
国
文
十
七
号
十
号

国
語
国
文
十
八
巻
六
号

語
文
第

一
輯

語
文
第
五
韓

語
文
第
六
韓

語
文
第
八
輯



定
家
優
託
．書
の
批
靴

源
語
提
要

。
源
語
詰
に
つ
い
て

土
橋
家
旧
蔵
書
目
録
０
付
解
説

土
橋
家
旧
蔵
書
目
録
０

心
敬
連
歌
論
の
課
題
―
そ
の
付
合
論
序
説

土
橋
家
旧
蔵
本
知
連
抄

（翻
刻
）

時
代
区
分
の
名
称
に
つ
い
て

心
敬
の
疎
句
体
と
理
―
そ
の
付
合
論
研
究
０

新
勅
撰
集
序
の
問
題

新
古
今

。
新
勅
撰
集
と
時
代
区
分

心
敬
と
付
合

師
説
自
見
集
と
了
俊
相
伝
定
家
歌
論
書

藤
原
公
任
の
歌
論

世
阿
弥
の
芸
論

毎
月
抄
批
判
―

一
つ
の
偽
書
説

方
丈
記
の
正
し
い
解
釈
の
た
め
に
―
誰
課
批．
捌
み
。
評
釈
の

仮
名
本
詠
歌
大
概
―
了
俊
と
頓
阿
と
の
場
合

陽
明
文
庫
蔵

「
為
兼
卿
和
歌
抄
」
に
つ
い
て

短
連
歌
の
座

俊
成
歌
論
研
究
―
景
気
と
余
情

風
姿
花
博

秀
歌
と
定
家
歌
論

思
潮

・
流
派
の
研
究

詠
歌
之
大
概
注
解
―
定
家
歌
論
研
究
０

鵜
本
末
の
原
型
に
つ
い
て
―
定
家
歌
論
研
究
０

昭
和́
二
十
八
年
十
月

昭
和
二
十
九
年

一
月

昭
和
二
十
九
年
八
月

昭
和
二
十
九
年
十
二
月

昭
和
三
十
年
二
月

同
右
昭
和
三
十
年
六
月

昭
和
三
十
年
十
二
月

昭
和
三
十

一
年
七
月

昭
和
三
十

一
年
十
二
月

昭
和
三
十
三
年

一
月

昭
和
三
十
三
年
六
月

昭
和
三
十
三
年
六
月

昭
和
三
十
三
年
十
二
月

昭
和
三
十
四
年
三
月

昭
和
三
十
四
年
三
月

昭
和
三
十
四
年
八
月

同
右
昭
和
三
十
五
年
八
月

昭
和
三
十
六
年
十

一
月

昭
和
三
十
八
年
十
月

昭
和
三
十
九
年
五
月

昭
和
四
十
年
六
月

昭
和
四
十

一
年
七
月

昭
和
四
十
二
年
五
月

国
語
国
文
二
十
二
巻
十
号

語
文
第
十
輯

語
文
第
十
二
輯

語
文
第
十
三
輯

語
文
第
十
四
韓

同
右
文
学
史
研
究
第

一
輯

語
文
第
十
六
輯

語
文
第
十
七
輯

文
学
史
研
究
第
五
韓

国
語
国
文
二
十
七
巻

一
号

語
文
第
二
十
輯

国
文
学
三
巻
七
号

日
本
古
典
鑑
賞
講
座
十
五
巻
　
角
川
書
店

創
立
十
周
年
記
念
論
叢
　
大
阪
大
学
文
学
部

解
釈
と
鑑
賞
二
十
四
巻
三
号

語
文
第
二
十
二
輯

同
右
語
文
第
二
十
三
輯

大
阪
大
学
文
学
部
紀
要
第
八
巻

懐
徳
第
三
十
四
号

中
世
文
学
第
九
号

国
文
学
十
巻
八
号

語
文
第
二
十
六
輯

語
文
第
二
十
七
輯



昭
和
四
十
二
年
十
二
月

昭
和
四
十
三
年
五
月

昭
和
四
十
四
年

一
月

昭
和
四
十
四
年
十
月

昭
和
四
十
五
年

一
月

昭
和
四
十
五
年
二
月

昭
和
四
十
五
年
七
月

昭
和
四
十
五
年
七
月

昭
和
四
十
六
年
五
月

昭
和
四
十
七
年
二
月

昭
和
四
十
九
年
九
月

昭
和
五
十

一
年
六
月

昭
和
五
十

一
年
九
月

昭
和
五
十
二
年

一
月

昭
和
五
十
二
年
二
月

昭
和
五
十
四
年

一
月

昭
和
五
十
四
年
四
月

昭
和
五
十
四
年
七
月

昭
和
五
十
五
年
二
月

昭
和
五
十
六
年
二
月

昭
和
五
十
六
年
二
月

菟
玖
波
集
の
俳
諧

有
心
の
課
題
―
定
家
歌
論
研
究
０

新
古
今
集
と
そ
の
周
辺
―
歌
風
の
特
質
に
つ
い
て

中
世
文
学
論
研
究

傘
行
）

連
歌
の
発
句

歌
論
と
能
楽
論

藤
原
俊
成

正
徹
物
語

桐
火
桶
摸
索

藤
原
定
家
―
紅
旗
の
我
を
征
つ
は
吾
事
に
非
ず

「新
古
今
和
歌
集
　
烏
丸
本
上
下
」
解
題

定
家
に
お
け
る
余
情
妖
艶

世
阿
弥
芸
術
論
集

（単
行
）

後
鳥
羽
院
御
口
伝
に
つ
い
て

秘
す
れ
ば
花

新
古
今
和
歌
集
　
烏
丸
本
卜
天
理
図
書
館
一
人
一
撰

後
鳥
羽
院
御
口
伝
の
執
筆
時
期

宣
長
の
「新
古
今
」
理
解

安
田
博
士
と
新
古
今
集

古
今
集
の
世
界
と
新
古
今
集
の
世
界

隠
岐
本
城
の
問
題

中
世
文
芸
叢
書
別
巻
１
　
広
島
大
学
国
文
研
究
室

語
文
第
二
十
八
輯

講
座
日
本
文
学
５
　
一二
省
堂

塙
書
房

い
そ
な
二
十
七
巻

一
号

日
本
の
古
典
芸
能
３
　
平
凡
社

和
歌
文
学
講
座
７
　
桜
楓
社

短
歌
十
七
巻
七
号

語
文
第
二
十
九
輯

国
文
学
十
七
巻
二
号

天
理
図
書
館
善
本
叢
書
第
十
八
巻

解
釈
と
鑑
賞
四
十

一
巻
八
号

新
潮
日
本
古
典
集
成
第
四
回
　
新
潮
社

国
語
と
国
文
学
五
十
四
巻

一
号

解
釈
と
鑑
賞
四
十
二
巻
三
号

天
地
二
巻

一
号

語
文
第
二
十
五
韓

季
刊
日
本
思
想
史
ｎ

甲
南
大
学
紀
要
文
学
編
３６

国
文
学
別
冊
９

語
文
第
二
十
八
韓


